
 

 

 

減益一色から一転、ほぼ全業種が増益に 
陸運は黒字転換だが、空運は赤字続く 
最新決算を踏まえて四季報が全社の業績を独自に予想 

 

2021 年6月17日 
 

本件に関するお問い合わせ先 
株式会社東洋経済新報社 総務局広報室：青柳・遠藤、編集局会社四季報編集部：藤尾 
TEL：03-3246-5404 FAX：03-3279-0332 email：info@toyokeizai.co.jp 

 ３月期決算会社の 2021 年 3 月期本決算が出そろいました。株式会社東洋経済新報社(本社:東京都中央区、代表取締役社長:
駒橋憲一)では、業界担当記者が決算発表を受けて取材を行い、全上場会社について独自に今期、来期の業績予想を見直しまし
た。 
 四季報予想を集計した結果、今期（21 年４月期～22 年３月期、対象 3453 社）の予想営業利益は、全産業で営業利益が 12.5％
増加する見通しとなりました。なお前期に投資先の評価益が急膨張した反動から、大幅減益予想のソフトバンクグループを除
いたベースで比べると、前期比 33.7％増とさらに増益率が拡大します。 
 業種別では、空運が連続赤字、建設業と電気・ガス業が連続減益の予想です。また前期に黒字転換した石油・石炭製品は小
幅減益、ソフトバンクグループが含まれる情報・通信業も減益見通しです。 
 一方、前期に赤字転落した陸運業は黒字転換します。残り 25 業種は営業増益の見通しです（銀行業、保険業を除く）。中で
も 424.3％増と増益率が大きいのは鉄鋼です。世界的に鉄鋼需要が急回復している一方、供給力が追いつかず市況が高騰して
いることが主因です。 
 市場別に見ますと、東証１部企業は 12.0％の営業増益です。これに対して、ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）化
を追い風にする企業が多い新興市場の利益は 436.5％増と急伸する見通しです。 
 新型コロナウイルスワクチンの接種が進んでおり、今後、消費活動が活発化していくことが期待されます。一方、将来の景
気回復をすでに先取りしていたのか、日経平均株価やＮＹダウなどの主要株価指標は高値圏で停滞しています。金融市場で波
乱があれば実態経済の回復の足を引っ張る可能性もあります。 
 
(注)業種別、市場別業績集計の算出方法 
『会社四季報 2021 年3集』掲載会社で、今期・来期の予想および実績2期分がある企業の業績を集計。実績・予想とも連結決算の数値を優先。ただし、決算期変
更企業、連結決算方式変更企業、上場企業の子会社は除く。銀行、保険の営業利益は集計していない 
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市場別決算業績集計表（前期比増額率）
決算
期 合計

（3453社）
１部

（2000社）
２部
（464社）

JASDAQ
（615社）

新興市場
（344社）

売上
高

前期（実） ▲6.7 ▲6.8 ▲8.0 ▲4.5 3.6
今期（予） 5.8 5.9 1.8 4.9 16.0
来期（予） 4.1 4.1 4.8 5.9 13.4

営業
利益

前期（実） 13.4 14.4 ▲32.1 ▲8.8 26.7
今期（予） 12.5 12.0 40.2 23.2 436.5
来期（予） 12.2 11.8 24.2 21.1 90.7

経常
利益

前期（実） 4.2 4.6 ▲22.2 ▲5.0 156.3
今期（予） 14.9 14.5 26.6 20.4 618.6
来期（予） 10.9 10.6 21.4 18.6 98.4

純
利益

前期（実） 15.8 16.7 ▲40.1 ▲13.1 連続赤
今期（予） 22.1 21.0 87.7 57.5 黒字化
来期（予） 11.0 10.7 22.1 18.7 162.2

（単位：％）

（注）新興市場はＪＱを除く、営業利益は銀行・保険を含まない


